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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年4月1日(2021.4.1)

【公開番号】特開2019-12684(P2019-12684A)
【公開日】平成31年1月24日(2019.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-003
【出願番号】特願2018-40943(P2018-40943)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/22     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/32     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/26     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ   27/32     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/12     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/26     　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｂ   33/10     　　　　
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３４８Ｚ
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３６５　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３３８　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月8日(2021.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　図２Ｄは、図２Ｃが示す構成から、画素定義層２５３及び凸状構造部２５７ＲＢより上
層を除いた部分の断面図である。画素定義層２５３は、溝２５５ＲＢ内に、側面（第１側
面）５３１Ｒ及び側面（第２側面）５３１Ｂを有する。側面５３１Ｒ、５３１Ｂは、溝２
５５ＲＢの内面である。側面５３１Ｒは、赤の副画素２５１Ｒ側の側面であり、側面５３
１Ｂは、青の副画素２５１Ｂ側の側面である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　以下において、行方向又は列方向に隣接する副画素を、軸隣接する副画素と呼ぶ。斜め
歩行に隣接する副画素を、斜め隣接する副画素と呼ぶ。軸隣接する副画素からなる各副画
素ペアにおいて、副画素間に島状の凸状構造部が配置されている。軸隣接する凸状構造部
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の間には、ギャップが存在する。例えば、凸状構造部２５７ＧＲ１と凸状構造部２５７Ｇ
Ｒ２との間にギャップが存在し、凸状構造部２５７ＧＧと凸状構造部２５７ＲＲとの間に
ギャップが存在する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　図８Ａは、画素定義層の一部と凸状構造部との間、さらに、凸状構造部の全面に形成さ
れた、ＭｇＡｇ層を示す平面図を示す。図８Ｂは、図８ＡにおけるＶＩＩＩＢ－ＶＩＩＩ
Ｂ切断線での断面図を示す。なお、ＭｇＡｇ層は、実際には、画素定義層１２５３Ｌ、画
素定義層１２５３Ｒの斜面部分の一部まで覆われるが、図面では説明の便宜のため省略し
ている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　請求項１に記載のＯＬＥＤ表示装置であって、
　前記複数の副画素の上部電極それぞれは、連続した一つの電極層の一部であり、
　前記複数の副画素の中間層はそれぞれ同一層の部分であり、
　前記第３側面及び前記第４側面の少なくとも一方において、前記第１副画素と前記第２
副画素との間において中間層が切断されている、ＯＬＥＤ表示装置。
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